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シンポジウムから 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
テ
レ
ワ
ー
ク 

大沢教授 

　
�
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会（
青
木
利
晴
会
長
）は

二
月
五
日
、
東
京
千
代
田
区
の
麹
町
会
館
（
ル
ポ

ー
ル
麹
町
）
で
、
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と

テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い

た
。
第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
大
沢
真
知
子
・

日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授
が
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社
会
と
在
宅
勤
務
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
第
二
部
で
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
実
践
企
業

に
お
け
る
人
事
労
務
面
の
課
題
と
対
応
策
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

 

　 　
基
調
講
演 

 

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社
会
と
在
宅
勤
務 

　
大
沢
教
授
は
、
経
済
の
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
む
な
か
で
、
①
富
の
資
源

で
あ
る
「
人
材
」
が
、
知
恵
や
創
造
、
工
夫
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
②
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
己
啓
発
を
し
て
い
る
労
働
者
は
三
人
に

一
人
し
か
い
な
い
な
ど
、
技
能
や
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
努
力
を
し
て
い
る
人
が
少
な
い
③
経
済
規
模
は

世
界
第
二
位
な
の
に
、
労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
（
三
〇
カ
国
）
中
、
一
九
位
に
甘
ん
じ
て

い
る
―
―
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
と
し
て
、
「
今
は

外
を
見
る
時
間
も
取
れ
ず
に
一
所
懸
命
働
い
て
い

る
の
に
生
産
性
が
高
く
な
い
。
二
一
世
紀
は
女
性

の
活
用
が
カ
ギ
。
女
性
の
労
働
力
率
は
四
八
・
五

％
で
、
ア
メ
リ
カ
（
五
九
・
六
％
）
と
比
べ
る
と
、

ま
だ
活
躍
の
場
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
」

と
述
べ
た
。 

　
ま
た
、
正
社
員
の
働
き
方
を
見
直
す
こ
と
で
女

性
の
進
出
を
促
進
さ
せ
た
オ
ラ
ン
ダ
や
、
週
の
労

働
時
間
を
短
く
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
、
雇
用
形
態
に

正
規
・
非
正
規
の
括
り
が
な
く
、
労
働
移
動
が
比

較
的
容
易
な
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
成
功

例
を
解
説
。
一
方
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
各
種
調

査
結
果
な
ど
か
ら
、
①
男
女
と
も
仕
事
と
家
事
を

両
方
や
り
た
い
人
が
多
い
の
に
、
現
実
は
七
割
の

女
性
が
結
婚
・
出
産
で
辞
め
て
し
ま
い
、
男
性
は

仕
事
優
先
で
女
性
は
専
業
主
婦
が
多
く
な
る
②
労

働
条
件
の
良
く
な
い
在
宅
勤
務
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
の
仕
事
に
多
く
の
大
卒
女
性
が
就
い
て
い
る
③

介
護
を
必
要
と
す
る
人
か
ら
の
短
時
間
正
社
員
な

ど
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
に
、
企
業
の
対
応
が
遅
れ

て
い
る
―
―
な
ど
の
問
題
点
を
あ
げ
た
。 

　
そ
の
結
果
、
「
日
本
で
は
個
人
の
職
域
や
仕
事

の
割
り
振
り
が
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

労
働
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
三
〇
代

の
子
育
て
世
代
で
労
働
時
間
が
非
常
に
増
え
て
い

る
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
逆
行

し
て
い
る
」
と
指
摘
。
「
現
状
を
ど
う
く
い
止
め

る
か
考
え
な
け
れ
ば
、
ア
イ
デ
ィ
ア
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
」
と
し
て
、
職
域
の
明
確
化
や
労
働

時
間
・
場
所
の
柔
軟
化
、
休
業
者
の
代
替
要
員
の

確
保
な
ど
の
方
策
の
必
要
性
を
示
し
た
。 

　
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
が
実
施
し
た
「
二
〇
〇

五
年
度
在
宅
勤
務
実
証
実
験
調
査
結
果
」
に
よ
る

と
、
創
造
的
業
務
に
携
わ
る
在
宅
勤
務
者
の
六
九
・

〇
％
、
定
型
的
業
務
を
す
る
在
宅
勤
務
者
の
五
三
・

七
％
が
「
生
産
性
が
上
が
っ
た
（
「
非
常
に
向
上

し
た
」
と
「
や
や
向
上
し
た
」
の
合
計
）
」
と
の

回
答
を
寄
せ
る
な
ど
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
具
現
化
す
る
う
え
で
効
果

的
な
働
き

方
で
あ
る

こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

大
沢
教
授

は
、
「
生

産
性
を
上

げ
る
に
は

場
所
に
と

ら
わ
れ
な

い
発
想
を

持
つ
こ
と
。
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ま
た
、
仕
事
を
見
直
す
こ
と
で
不
要
な
仕
事
を
省

き
、
生
産
性
向
上
に
役
立
つ
。
在
宅
勤
務
は
そ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
非
常
に
重
要
な
働
き
方

だ
」
と
強
調
し
た
。 

 
　 　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 

　
テ
レ
ワ
ー
ク
実
践
企
業
に
お
け
る 

　
人
事
労
務
面
の
課
題
と
対
応
策 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
松
下
電
器

産
業
ｅ
―
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
推
進
室
室
長
の
永
木
浩
子
氏
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
公
共
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
部
営
業
推
進

部
の
北
村
有
紀
氏
、
日
本
電
気
企
業
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
企
画
本
部
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
今
井

恵
一
氏
の
三
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
森
戸
英

幸
・
成
蹊
大
学
法
科
大
学
院
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
た
。 

　
三
社
と
も
、
現
在
テ
レ
ワ
ー
ク
を
試
行
的
に
導

入
中
。
松
下
電
器
は
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
多
様
な
人

材
活
用
を
求
め
る
ト
ッ
プ
の
意
向
が
強
く
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ
は
出
産
・
育
児
を
し
て
も
働
き
続
け
た

い
女
性
社
員
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
発
端
だ
っ

た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
オ
フ
ィ
ス
の
開

発
・
販
売
を
手
が
け
る
な
か
で
実
施
に
踏
み
切
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
導
入
の
経
緯
は
異
な
る
も

の
の
、
業
務
の
効
率
化
や
人
材
活
用
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
次
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
を
目
指
し
て
い
る

点
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
ず
、
三
氏
に
よ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
制
度
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
現
状
や

課
題
に
関
す
る
討
論
が
行
わ
れ
た
。 

　 　
社
内
の
抵
抗
感
払
拭
で
頻
度
増
も
可
能 

　
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の
対
象
者
は
、
三
社
と
も
週

一
回
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
や
や
少
な
い
頻
度
で
在

宅
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
松

下
電
器
の
永
木
氏
は
、
「
『
在
宅
ワ
ー
ク
は
必
ず

家
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
抵
抗
感
が
弱
ま
れ
ば
も
っ

と
頻
度
を
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
。
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
今
井
氏
も
、
「
現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
、
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
」
と
述
べ
た
。
社

内
環
境
面
で
の
課
題
を
訴
え
た
両
者
に
対
し
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
北
村
氏
は
、
「
業
務
を
洗
い
出
し

て
顔
合
わ
せ
の
必
要
な
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
不

向
き
な
業
務
を
区
分
け
す
る
な
か
で
、
週
一
回
が

適
当
だ
と
考
え
た
」
と
説
明
し
た
。 

　 　
就
業
時
間
の
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
化
が
課
題 

　
一
方
、
労
働
時
間
や
出
退
勤
管
理
な
ど
の
課
題

に
関
し
て
は
、
今
井
氏
が
始
業
終
業
時
に
は
（
職

場
に
）
連
絡
を
い
れ
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
実
際
に
は
『
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を
（
学
校

等
に
）
送
っ
て
い
っ
た
』
『
急
に
雨
が
降
っ
て
き

た
の
で
洗
濯
物
を
取
り
込
ん
だ
』
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
が
生
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
来
、
就

業
時
間
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
が
、
な
ら
ば
職
場

で
一
〇
分
程
度
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
い
い
の
だ
ろ

う
か
？
　
正
式
に
制
度
化
す
る
際
に
は
、
厳
密
に

ル
ー
ル
化
す
べ
き
か
否
か
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
話
し
た
。
永
木
氏
は
、
「
上
司
に
よ
っ
て
は
、

『（
在
宅
勤
務
の
状
態
が
）見
え
な
い
か
ら
心
配
だ
』

と
の
声
も
あ
る
」
と
語
っ
た
。 

　 　
必
要
な『
雑
用
』を
誰
が
カ
バ
ー
す
る
か 

　
さ
ら
に
、
今
井
氏
は
職
場
の
働
き
方
の
問
題
に

も
言
及
。
「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
る
と
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
く
な
る
。

日
本
的
な
チ
ー
ム
に
よ
る
仕
事
の
進
め
方
に
は
、

誰
が
や
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
が
誰
か
が
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
『
雑
用
』
が
あ
る
。
例
え
、
部
下
が

テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
生
産
性
が
上
が
っ
て
も
、

上
司
は
こ
の
『
雑
用
』
を
や
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
困
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
的
な
働
き
方
は

い
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
っ
た
仕
事
を

誰
が
カ
バ
ー
す
る
か
が
課
題
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
北
村
氏
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
「
例
え
週
に
一
回
で
も
、

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
子
ど
も
を
家
で
出
迎
え
て

『
お
帰
り
な
さ
い
』
と
言
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は

大
き
い
」
と
訴
え
た
。 

　 　
テ
レ
ワ
ー
ク
が
Ｗ
Ｌ
Ｂ
実
現
の
突
破
口
に 

　
最
後
に
森
戸
教
授
が
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
ム
ダ
を
そ
ぎ
落
と
す
リ
ス

ト
ラ
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
（
そ
ぎ
落
と

せ
な
く
て
も
）
や
は
り
必
要
な
仕
事
だ
っ
た
と
認

識
で
き
る
こ
と
も
大
切
だ
。
ま
た
、
結
果
と
し
て

長
時
間
労
働
解
決
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
」
な
ど
と
解
説
。
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
は
二
兎
を
追
う
も
の
。
仕
事
と
家
庭
の
両

方
の
満
足
を
追
い
か
け
て
い
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
。
そ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
）
一
つ
の
突
破
口
に
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
締
め
く
く
っ
た
。 

　
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
は
、
①
テ
レ
ワ
ー
ク
に

関
す
る
調
査
研
究
②
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
啓
発
③

テ
レ
ワ
ー
ク
の
促
進
・
支
援
―
―
等
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
レ
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
、
『
仕
事
の
質
』
と
『
生
活
の

質
』
を
高
め
る
た
め
の
方
策
を
探
求
す
る
目
的
で

実
施
さ
れ
た
。 

（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 


